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●わたしたち南魚沼市民は、
　人間を大切にします。
●わたしたち南魚沼市民は、
　自然を大切にします。
●わたしたち南魚沼市民は、
　ものづくりを大切にします。
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日
７
月
３
日
㈰　

午
前
７
時
～
11
時

主
会
場　

第
二
上
田
小
学
校

　

地
震
や
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害

に
備
え
、
防
災
技
術
の
向
上
と
防

災
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
市
内
の
各
行
政
区
で
、

そ
れ
ぞ
れ
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

主
会
場
で
は
、
地
震
体
験
や
流
速

体
験
の
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

主
な
訓
練

　

非
常
招
集
、
無
線
伝
達
、
災
害

対
策
本
部
設
置
、被
害
状
況
報
告
、

避
難
、
防
災
ラ
ジ
オ
・
緊
急
メ
ー

ル
に
よ
る
情
報
伝
達
、炊
き
出
し
、

消
火
、
水
防
、
各
種
災
害
体
験
な

ど※
緊
急
自
動
車
な
ど
が
、
市
内
各

地
を
走
行
し
ま
す
。
交
通
事
故

に
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

水
道
料
金
福
祉
減
免
制
度

問
水
道
課 

水
道
業
務
係

　

☎
７
７
４
─

３
１
４
１

対
市
内
に
住
所
が
あ
る
市
県
民
税

非
課
税
世
帯
で
、
高
齢
者
（
申

請
時
に
満
65
歳
以
上
）
の
み
で

生
活
し
て
い
る
世
帯
。た
だ
し
、

世
帯
全
員
が
長
期
入
院
や
施
設

入
所
し
て
い
る
世
帯
、
生
活
保

護
世
帯
は
除
く
。

　

当
日
の
午
前
７
時
ご
ろ
に
、
市

内
全
域
で
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま

す
。
火
災
な
ど
と
間
違
え
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

７
月
の
第
一
日
曜
日
は
、
南
魚
沼
市
総
合
防
災
訓
練
の
日

問
総
務
課 

防
災
庶
務
班　

☎
７
７
３
─

６
６
６
０

南
魚
沼
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

区分 単　　位 減免前の月額 減免後の月額

基本料金 10㎥まで
一般用水道 2,415円 1,155円

旧簡易水道 2,205円 1,050円

超過料金 10㎥を超える１㎥につき
（5,000㎥まで）　 241円

南魚沼市の水道料金と減免後料金

※5,000㎥を超える超過料金、温泉旅館用・公衆浴場用・臨時用の料金は別に定め
があります

申
申
請
書
配
布
・
受
付
：
水
道
課
、

市
民
課
、大
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、

上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
、
必

要
書
類
：
申
請
書
、
世
帯
全
員

分
の
課
税
証
明
書

八
幡
保
育
園

建
設
工
事
の
た
め
仮
園

舎
に
引
っ
越
し
ま
す

問
子
育
て
支
援
課 

保
育
班

　

☎
７
７
３
─

６
８
２
２

　

八
幡
保
育
園
の
建
替
え
工
事
に

伴
い
、
旧
パ
チ
ン
コ
大
和
〔
美
佐

島
１
７
３
５
〕
を
仮
園
舎
と
し
て

利
用
し
ま
す
。
付
近
を
車
両
で
通

行
す
る
際
は
、
園
児
に
注
意
し
徐

行
す
る
な
ど
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　

朝
と
夕
方
の
送
迎
が
集
中
す
る

時
間
帯
は
、
駐
車
場
に
誘
導
員
を

配
置
し
ま
す
。
指
示
に
従
っ
て
通

行
し
て
く
だ
さ
い
。

仮
園
舎
利
用
期
間

　

６
月
20
日
㈪
～

　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
下
旬

※
八
幡
保
育
園
は
、
６
月
下
旬
～

平
成
29
年
３
月
末
こ
ろ
に
建
替

え
工
事
を
し
ま
す
。敷
地
内
は
、

危
険
な
の
で
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い

6.152016
［平成28年］
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平成28年度の国民健康保険税 問 税務課 市民税係
　 ☎773-6668

医療給付費分
（全加入者が対象）

後期高齢者支援金分
（全加入者が対象）

介護納付金分
（40歳～64歳が対象）

所得割（加入者の前年の所得に対して） 6.86% 2.25% 2.01%
均等割（加入者１人あたり） 25,200円 　 11,100円 　 14,400円 　
平等割（１世帯あたり） 22,300円 　
課税限度額 540,000円  190,000円 160,000円 

国民健康保険税の税率表
　平成28年度の国民健康保険税の税率は、平成27年度と同じです。

国民健康保険税の減免
　世帯所得が著しく減少して生活が困難となったときや、災害で重大な損害をうけたときは、世
帯状況や損害の程度に応じて国民健康保険税を減免できる場合があります。減免を受けるには、
毎年申請が必要です。詳しくは、市民税係にお問い合わせください。

国民健康保険の届出は速やかに
　国民健康保険の加入・脱退の届出は、異動が生じた日から14日以内に行ってください。

●加入の届出が
　遅れると

●脱退の届出が
　遅れると

・資格を得た月までさかのぼり、国民健康保険税を納めなければなりません。
・保険証がない期間に医療を受けると、その医療費は全額自己負担となります。

・納める必要のない国民健康保険税が課税されます。
・社会保険の加入後に、国民健康保険の保険証を使用し医療を受けた場合は、

国民健康保険が負担した医療費を返還していただきます。

課税の限度額引き上げ
変更前 変更後

医療給付費分 520,000円 540,000円
後期高齢者支援金分 170,000円 190,000円
介護納付金分 160,000円 160,000円
合計 850,000円 890,000円

　平成28年度から、国民健康保険税の課
税限度額が引き上げられ、国民健康保険
の課税限度額計が850,000円から890,000
円に変更となります。

低所得者にかかる保険税の軽減
　平成28年度から国民健康保険税の軽減判定の所得額が変更され、対象範囲が拡充されます。

※特定同一世帯所属者：国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行後、世帯主と世帯構成に変更のない人

軽減割合 変更前 変更後
７割 総所得金額が330,000円以下の世帯 （変更なし）

５割
総所得金額が（260,000円×被保険者と
特定同一世帯所属者の数）＋330,000円
以下の世帯

総所得金額が（265,000円×被保険者と
特定同一世帯所属者の数）＋330,000円
以下の世帯

２割
総所得金額が（470,000円×被保険者と
特定同一世帯所属者の数）＋330,000円
以下の世帯

総所得金額が（480,000円×被保険者と
特定同一世帯所属者の数）＋330,000円
以下の世帯
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日会￥〆内定期資持時対他講問
・
申

Ｆ　
公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

問
都
市
計
画
課 

施
設
係

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
２

◆
大
和
地
域
◆

市
営
赤
石
団
地

募
集
戸
数　

１
戸
（
３
０
１
号
・

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

黒
土
新
田
４
７
０
─

７

構
造　

鉄
筋
３
階
建

家
賃　

１
７
，
３
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

３
４
，
０
０
０
円

駐
車
料　

１
，
７
０
０
円
／
１
台

市
営
桜
沢
団
地

募
集
戸
数　

１
戸
（
１
０
４
号
・

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

浦
佐
96
─

１

構
造　

鉄
筋
３
階
建

家
賃　

１
７
，
１
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

３
３
，
７
０
０
円

駐
車
料　

２
，
４
０
０
円
／
１
台

市
営
一
村
尾
団
地

募
集
戸
数　

１
戸
（
３
─

５
号
・

３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

一
村
尾
３
３
９
３

構
造　

木
造
高
床
式
２
階
建

家
賃　

１
５
，
７
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

２
７
，
７
０
０
円

車
庫　

１
台
（
無
料
、
高
さ
１
・

６
メ
ー
ト
ル
）

◆
六
日
町
地
域
◆

市
営
長
森
住
宅

募
集
戸
数　

１
戸（
11
号・２
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

長
森
１
０
０
８
─

８

構
造　

木
造
平
屋
建

家
賃　

１
３
，
９
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

２
７
，
３
０
０
円

駐
車
料　

１
，
７
０
０
円
（
１
台

の
み
可
）

※
障
が
い
者
向
け
住
宅
（
一
般
世

帯
・
単
身
で
も
入
居
可
）

市
営
津
久
野
住
宅

募
集
戸
数　

１
戸
（
12
号
・
３
階
・

３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

津
久
野
８
８
１
─

４

構
造　

鉄
筋
３
階
建

家
賃　

１
５
，
６
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

３
０
，
７
０
０
円

駐
車
料　

１
，
９
０
０
円
／
１
台

市
営
余
川
住
宅
１
号
棟

募
集
戸
数　

１
戸
（
１
１
１
号
・

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

余
川
１
５
４
１
─

１

構
造　

鉄
筋
４
階
建

家
賃　

１
６
，
５
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

３
２
，
５
０
０
円

駐
車
料　

２
，
５
０
０
円
／
１
台

市
営
余
川
住
宅
２
号
棟

募
集
戸
数　

１
戸
（
２
３
３
号
・

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

余
川
１
５
５
１
─

１

構
造　

鉄
筋
４
階
建

家
賃　

１
６
，
８
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

３
３
，
０
０
０
円

駐
車
料　

２
，
５
０
０
円
／
１
台

県
営
余
川
住
宅
３
号
棟

募
集
戸
数　

１
戸
（
３
４
４
号
・

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

余
川
１
５
４
８

構
造　

鉄
筋
４
階
建

家
賃　

１
６
，
６
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

３
２
，
７
０
０
円

駐
車
料　

２
，
５
０
０
円
／
１
台

市
営
西
泉
田
住
宅
１
号
棟

募
集
戸
数　

２
戸
（
３
０
２
号
・

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ
、
４
０
２
号
・

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

西
泉
田
１
９
８

構
造　

鉄
筋
５
階
建

家
賃　

１
４
，
０
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

２
７
，
５
０
０
円

駐
車
料　

２
，
４
０
０
円
（
１
台

の
み
可
）

※
単
身
入
居
可

◆
塩
沢
地
域
◆

市
営
中
央
団
地

募
集
戸
数　

１
戸
（
Ｃ
─

３
号
・

３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

塩
沢
１
７
０
１
─

１

構
造　

木
造
高
床
式
２
階
建

家
賃　

２
３
，
７
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

４
６
，
６
０
０
円

車
庫　

１
台
（
無
料
、
高
さ
１
・

６
メ
ー
ト
ル
）

市
営
泉
盛
寺
団
地

募
集
戸
数　

１
戸
（
４
０
３
号
・

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

泉
盛
寺
６
７
１
─

２

構
造　

鉄
筋
５
階
建

家
賃　

１
２
，
６
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

２
４
，
９
０
０
円

駐
車
料　

無
料
（
１
台
の
み
可
）

※
単
身
入
居
可

市
営
舞
子
団
地
Ａ
棟

募
集
戸
数　

１
戸
（
１
０
１
号
・

１
階
・
１
Ｄ
Ｋ
）

住
所　

舞
子
１
１
２
６

構
造　

鉄
筋
４
階
建

家
賃　

１
４
，
８
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　

２
９
，
１
０
０
円

駐
車
料　

２
，
０
０
０
円
～

　
　
　

３
，
０
０
０
円
／
１
区
画

※
単
身
入
居
可

◆
共
通
事
項
◆

募
集
期
間

　

６
月
15
日
㈬
～
30
日
㈭

入
居
者
資
格

・
住
宅
事
情
に
困
っ
て
い
る

・
同
居
す
る
親
族
が
い
る
（
60
歳

以
上
と
障
が
い
者
は
、
条
件
に

よ
り
一
部
の
住
宅
へ
単
身
入
居

可
）

・
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

・
暴
力
団
員
で
は
な
い

家
賃
算
定　

収
入
に
応
じ
て
決
定

敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

※
駐
車
場
は
、
各
住
宅
の
区
画
数

で
一
世
帯
１
台
の
場
合
あ
り

入
居
可
能
時
期　

８
月
上
旬
以
降

申
都
市
計
画
課
、
大
和･

塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー
で
入
居
資
格
を
確

認
し
、
申
込
書
を
配
布
。
提
出

は
必
要
書
類
を
添
付
し
、
都
市

計
画
課
ま
で

選
考
方
法　

住
宅
委
員
会
の
意
見

を
聴
い
て
選
考
し
ま
す
。

高
校
生
を
対
象
と
し
た

求
人
受
付
を
開
始
し
ま
す

～
若
い
力
を
企
業
の
力
に
～

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

　

☎
７
７
２
─

３
１
５
７

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
出

　

☎
０
２
５
─
７
９
２
─
８
６
０
９

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成
29

年
３
月
卒
業
予
定
の
高
校
生
を
対

象
と
し
た
求
人
の
受
付
を
、
６
月

20
日
㈪
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

地
元
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
高

校
生
の
た
め
に
、
早
め
の
求
人
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
週
間

問
企
画
政
策
課

　

☎
７
７
３
─

６
６
７
２

今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ

ン
カ
ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」

　

６
月
23
日
～
29
日
は
「
男
女
共

同
参
画
週
間
」で
す
。
市
で
は「
男

女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
意
識

づ
く
り
」「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」「
男

女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」「
男
女
が
共
に
参
画
す
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標

に
、「
第
２
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」
を
策
定
し
て
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

暮
ら
し
や
す
く
元
気
な
地
域
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
女
性
の

活
躍
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

で
す
。
女
性
な
ら
で
は
の
考
え
方

や
視
点
で
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
身
近
な
女

性
の
活
躍
を
、
み
ん
な
で
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
会
社
も
ハ
ッ
ピ
ー
・
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

新
潟
県
で
は
、
男
女
が
と
も
に

働
き
や
す
く
、
仕
事
と
家
庭
生
活

を
両
立
で
き
る
職
場
環
境
を
整

え
、
女
性
労
働
者
の
育
成
・
登
用

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業

な
ど
を「
ハ
ッ
ピ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
（
新
潟
県
男
女
共
同
参
画
推

進
企
業
）」
と
し
て
登
録
し
、
そ

の
取
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
新
潟
県
内
に
活
動
拠
点
が
あ

り
、
事
業
活
動
を
行
う
企
業
・

法
人
・
団
体

市
内
登
録
事
業
所　

医
療
法
人
社

団
萌
気
会
、
社
会
福
祉
法
人
桐

鈴
会
、
高
橋
建
設
株
式
会
社
、

株
式
会
社
我
伊
野
建
設
、
塩
沢

信
用
組
合
、
南
魚
沼
市
、
株
式

会
社
島
田
組
、
魚
沼
み
な
み
農

業
協
同
組
合
、
桜
井
建
設
株
式

会
社
、
医
療
法
人
齋
藤
記
念
病

院
、
有
限
会
社
吉
田
電
気
、

五
十
沢
建
設
合
資
会
社
、
社
会

福
祉
法
人
若
葉
会
、
株
式
会
社

関
電
気
、
宮
仲
開
発
株
式
会
社

（
登
録
順
）

　

詳
し
く
は
、
新
潟
県
男
女
平
等

社
会
推
進
課
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
新
潟
県
男
女
平
等

推
進
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

・
結
婚
・
離
婚
、
職
場
の
人
間
関

係
、
友
人
の
こ
と
な
ど

・
セ
ク
ハ
ラ

・「
女
だ
か
ら
…
」「
男
だ
か
ら
…
」

と
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
し
ま
う

・
家
族
の
こ
と

・
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
た
い

・
生
活
上
の
問
題　

な
ど

　

専
任
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

☎
０
２
５
─

２
８
５
─

６
６
０
５

Ｆ
０
２
５
─

２
８
５
─

６
６
１
２

soudan@
m

inos.ocn.ne.jp

受
付
時
間

・
月
～
金
曜
日

　

午
前
11
時
～
午
後
６
時

・
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
日
曜
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
休

み
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
は

24
時
間
受
付
け

南
魚
沼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
市

民
会
議
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
）
会
員
募

集
中

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
学

習
会
・
講
演
会
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
在
住

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
。

（
個
人
の
ほ
か
、
団
体
・
グ
ル
ー

プ
単
位
で
の
入
会
可
）

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

問
保
健
課 

母
子
保
健
班

　

☎
７
７
３
─

６
８
１
１

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
あ
る
児

童
が
、
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
各
種
生
活
用
具
の
給
付
を

行
い
ま
す
。

対
①
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受

給
者
証
を
も
っ
て
い
る
児
童

　

②
障
が
い
者
総
合
支
援
法
な

ど
、
他
の
同
様
な
用
具
給
付

制
度
を
利
用
で
き
な
い
児
童

用
具
の
種
類　

便
器
・
特
殊
マ
ッ

ト
・
特
殊
便
器
・
特
殊
寝
台
・

歩
行
支
援
用
具
・
入
浴
補
助
用

具
・
特
殊
尿
器
・
体
位
変
換

器
・
車
い
す
・
頭
部
保
護
帽
・

電
気
式
た
ん
吸
引
器
・
ク
ー
ル

ベ
ス
ト
・
紫
外
線
カ
ッ
ト
ク

リ
ー
ム
・
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
（
吸

入
器
）・
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
・
ス
ト
ー
マ
装
具
（
蓄
便

袋
・
蓄
尿
袋
）・
人
工
鼻

※
用
具
ご
と
に
基
準
額
が
あ
り
ま

す
。
扶
養
義
務
者
の
世
帯
収
入

に
よ
っ
て
、
費
用
の
一
部
負
担

が
あ
り
ま
す

※
事
業
の
案
内
・
申
請
書
は
、
保

健
課
で
配
布
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業　

参
加
者
募
集

問
一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族

会 

事
務
局

　

☎
０
３
─
３
２
６
１
─
５
５
２
１

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者
遺

児
に
対
す
る
慰
謝
の
一
環
と
し

て
、
慰
霊
友
好
親
善
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
父
な
ど
を
国
に

捧
げ
た
戦
没
者
の
遺
児
が
、
亡
き

父
な
ど
の
眠
る
地
に
赴
き
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
住

民
と
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
遺
族
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
一
般
財
団
法
人
新
潟
県
連
合
遺

族
会 

事
務
局

　

☎
０
２
５
─

２
２
３
─

５
４
０
１
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日会￥〆内定期資持時対他講問
・
申

Ｆ　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭

の
自
立
を
応
援
し
ま
す

問
子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も

家
庭
支
援
班

　

☎
７
７
３
─

６
８
２
２

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
の
自
立
支
援
と
し
て
、
４
月
か

ら
既
存
事
業
の
拡
充
と
新
規
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
給
付
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

新
規
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
支
援

　

高
卒
認
定
試
験
合
格
の
た
め

に
、
受
講
し
た
講
座
費
用
の
一
部

を
支
給
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
受

講
す
る
場
合
も
対
象
で
す
。

支
給
額
：
受
講
修
了
時
に
受
講
費

用
の
20
％
を
、
試
験
合
格
時
に
受

講
費
用
の
40
％
を
支
給

拡
充
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

就
職
や
専
門
知
識
・
能
力
の
修

得
の
た
め
、
教
育
訓
練
講
座
を
受

講
し
修
了
し
た
場
合
に
、
費
用
の

一
部
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
：
受
講
費
用
の
60
％
（
20

％
か
ら
の
増
額
）

対
象
講
座
の
一
例　

パ
ソ
コ
ン
検

定
講
座
・
医
療
事
務
講
座
・
介

護
職
員
初
任
者
研
修
・
簿
記
検

定
講
座
な
ど

拡
充
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

就
職
に
有
利
な
資
格
や
技
能
習

得
の
た
め
、
１
年
以
上
養
成
機
関

で
修
業
す
る
場
合
に
、
生
活
費
の

一
部
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
期
間
の
上
限
：
３
年
（
２
年

か
ら
の
延
長
。対
象
資
格
も
増
加
）

対
象
資
格　

看
護
師
・
准
看
護

師
・
保
健
師
・
介
護
福
祉
士
・

社
会
福
祉
士
・
保
育
士
・
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
美
容

師
・
理
容
師
・
栄
養
士
・
調
理

師
・
製
菓
衛
生
師
・
歯
科
衛
生

士
な
ど

支
給
月
額　

市
民
税
非
課
税
世

帯
：
１
０
０
，
０
０
０
円
、

市
民
税
課
税
世
帯
：
７
０
，

５
０
０
円

継
続
就
学
支
度
金
貸
与

　

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の

対
象
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
養

成
機
関
に
１
年
以
上
入
学
す
る
場

合
の
入
学
金
な
ど
を
無
利
子
で
貸

与
し
ま
す
。

貸
与
上
限
額　

児
童
扶
養
手
当
な

ど
を
受
給
す
る
所
得
水
準
の

人
：
５
０
０
，
０
０
０
円
、
そ

れ
以
上
の
所
得
水
準
の
人
：

２
５
０
，
０
０
０
円

英
語
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

問
学
校
教
育
課

　

☎
７
７
７
─

３
１
１
８

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心

と
な
る
小
学
校
の
国
際
科
の
授
業

と
違
い
、
読
み
書
き
が
中
心
と
な

る
中
学
校
の
英
語
の
授
業
。
中
学

校
に
進
学
し
、
英
語
の
授
業
で
苦

戦
し
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

内
文
字
と
音
の
関
係
を
学
ぶ

「
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
」
を
中
心
と

し
た
外
部
講
師
に
よ
る
指
導
、

学
校
の
授
業
の
復
習
、
わ
か
ら

な
く
て
困
っ
て
い
る
こ
と
へ
の

対
応
な
ど

期
７
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

時
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
南
魚
沼
市
図
書
館 

多
目
的
室

対
市
内
の
中
学
１
年
生

定
40
人

￥
２
，
５
０
０
円
（
教
材
費
、
保

険
料
な
ど
を
含
む
）

〆
７
月
４
日
㈪

申
開
催
要
項
（
申
込
書
）
は
、
各

中
学
校
、学
校
教
育
課
で
配
布
。

申
込
み
は
、
各
中
学
校
で
受
付

け
。（
市
外
の
学
校
に
通
学
す

る
中
学
生
は
、
学
校
教
育
課
で

受
付
け
）

夏
休
み
に
留
学
生
と
英
語
漬
け

の
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

問
学
校
教
育
課

　

☎
７
７
７
─

３
１
１
８

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ビ
レ
ッ
ジ

内
英
語
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

日
８
月
２
日
㈫

会
国
際
大
学
、
八
海
山
麓
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

対
市
内
の
中
学
生

定
40
人
程
度

￥
２
，
５
５
０
円
（
昼
食
・
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
代
、
保
険
料
な
ど
を

含
む
）

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ

ジ内
留
学
生
と
の
交
流
活
動
、
ア
ウ

ト
ド
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

日
８
月
５
日
㈮

会
国
際
大
学
、
八
色
の
森
公
園
ほ

か
対
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

定
70
人
程
度

￥
２
，
４
５
０
円
（
昼
食
・
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
代
、
保
険
料
な
ど
を

含
む
）

共
通
事
項

〆
７
月
１
日
㈮

申
開
催
要
項
（
申
込
書
）
は
、
各

小
中
学
校
、
学
校
教
育
課
で
配

布
。
申
込
み
は
、
各
小
中
学
校

で
受
付
け
。（
市
外
の
学
校
に

通
学
す
る
小
中
学
生
は
、
学
校

教
育
課
で
受
付
け
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

問
・
申
学
校
教
育
課

　

☎
７
７
７
─

３
１
１
８

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事

業
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
国
内
外
の
中
高
生
や
大
学
生

が
、
市
内
で
の
滞
在
を
通
じ
て
、

日
本
や
当
市
へ
の
理
解
を
一
層
深

め
る
た
め
に
、
受
け
入
れ
先
と
な

る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
国
内
外
の

ゲ
ス
ト
を
一
般
家
庭
に
迎
え
て
い

た
だ
き
、
寝
食
を
と
も
に
す
る
こ

と
で
、
日
本
の
文
化
や
生
活
へ
の

理
解
を
高
め
、
互
い
に
交
流
を
深

め
る
も
の
で
す
。

　

国
際
交
流
や
異
文
化
交
流
に
興

味
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
特
別
な
準
備

な
ど
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
「
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
登
録
用
紙
」
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、提
出
も
可
）
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平
成
28
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
認

定
試
験
と
受
験
講
習
会

問
下
水
道
課 
下
水
道
業
務
係

　

☎
７
７
４
─

２
７
４
０

　

（
公
財
）
新
潟
県
下
水
道
公
社

　

☎
０
２
５
─
２
７
１
─
１
１
５
１

受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
土
木
・
建
築
関
係
な
ど
の
専
門

課
程
を
卒
業

②
高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
が

１
年
以
上
あ
る

③
実
務
経
験
が
２
年
以
上
あ
る

受
付
期
間

　

７
月
４
日
㈪
～
７
月
22
日
㈮

受
付　

下
水
道
課
、
市
民
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

受
験
講
習
会

日
９
月
29
日
㈭

会
ハ
イ
ブ
長
岡
〔
長
岡
市
千
秋
〕

￥
５
，
０
０
０
円
（
別
途
、
資
料

代
が
必
要
）

認
定
試
験

日
11
月
20
日
㈰

会
長
岡
市
中
央
公
民
館
〔
長
岡
市

幸
町
〕

￥
３
，
０
０
０
円

※
今
年
度
か
ら
試
験
内
容
が
変
更

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

道
の
駅
南
魚
沼
「
雪
あ
か
り
」

大
感
謝
祭

問
四
季
味
わ
い
館

　

☎
７
８
３
─

３
９
８
３

　

今
泉
記
念
館

　

☎
７
８
３
─

４
５
０
０

　

道
の
駅
南
魚
沼
は
、
開
設
か
ら

間
も
な
く
４
年
が
経
ち
ま
す
。
日

ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
、
大
感
謝

祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

直
売
所
「
四
季
味
わ
い
館
」、

食
事
処
「
た
っ
ぽ
家
」、
今
泉
記

念
館
で
、
楽
し
い
催
し
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
６
月
26
日
㈰

兼
続
公
ま
つ
り

お
六
流
し
参
加
者
・
団
体
募
集
中

問
・
申
兼
続
公
ま
つ
り
実
行

委
員
会 

お
六
流
し
部（
六

日
町
観
光
協
会
）

　

☎
７
７
０
─

１
１
７
３

　

兼
続
公
ゆ
か
り
の
民
謡
で
踊
る

「
お
六
流
し
」
を
、
一
緒
に
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。
個
人
参
加
も
大

歓
迎
！

日
７
月
18
日
（
月
・
祝
）

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
兼
続
通
り
商
店
街
ま
つ
り
会
場

〆
６
月
25
日
㈯

兼
続
公
ま
つ
り
大
煙
火
大
会

花
火
募
集
中

問
・
申
六
日
町
商
工
会

　

☎
７
７
２
─

２
５
９
０

　

Ｆ
７
７
２
─

８
０
６
１

「
夜
空
に
輝
く
大
輪
の
花
」

７
月
19
日
㈫
午
後
７
時
30
分
か
ら

打
ち
上
げ
開
始

　

結
婚
・
出
産
祝
い
・
入
学
・
子

ど
も
の
誕
生
祝
い
・
厄
払
い
・
還

暦
や
長
寿
の
祝
い
・
会
社
の
記
念

事
業
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
夏
ま
つ
り
に
花

火
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
？
費
用

な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〆
６
月
27
日
㈪

上
の
原
花
菖
蒲
ま
つ
り

問
上
の
原
花
菖
蒲
祭
り
実
行

委
員
会

　

☎
７
７
３
─

５
０
６
０

　

焼
き
そ
ば
や
焼
き
鳥
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
な
ど
の
模
擬
店
が
出
店

し
ま
す
。
初
夏
の
爽
や
か
な
高
原

で
、
色
と
り
ど
り
の
花
菖
蒲
と
模

擬
店
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
７
月
３
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
上
の
原
菖
蒲
園
周
辺

商
工
業
者
な
ど
を
対
象
に

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

会
・
問
・
申
大
和
商
工
会

　

☎
７
７
７
─

３
５
０
０

　

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

商
工
業
者
な
ど
を
対
象
に
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

相
談
は
１
件
30
分
程
度
。

申
電
話
予
約
が
必
要

日
７
月
１
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午

日
赤
幼
児
安
全
法
講
習
会

問
・
申
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
７

　

乳
幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い
事

故
の
予
防
と
そ
の
手
当
て
、
か
か

り
や
す
い
病
気
と
発
熱
・
け
い
れ

ん
な
ど
の
症
状
に
対
す
る
手
当
て

な
ど
の
知
識
と
技
術
を
習
得
で
き

ま
す
。

対
満
15
歳
以
上
で
２
日
間
参
加
で

き
る
人

日
７
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

時
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

￥
１
，
８
０
０
円

持
82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
（
認
定
証
の
送
付
用
）、
大

判
の
ハ
ン
カ
チ
１
枚
、
筆
記
用

具
、
昼
食
・
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い
（
ス
カ
ー
ト
な
ど
で
の

参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

〆
７
月
19
日
㈫

定
20
人
（
先
着
順
）

申
電
話
申
込
み
が
必
要

薬
物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運
動

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康

福
祉
環
境
部 

医
薬
予
防
課

　

☎
７
７
２
─

８
１
４
２

期
６
月
20
日
㈪
～
７
月
19
日
㈫

　

薬
物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」
普
及
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
薬
物
の
乱
用
は
、
健
康
被
害

を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
犯
罪

を
誘
発
す
る
こ
と
か
ら
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に

よ
る
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
青
少
年
へ

の
広
が
り
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
薬
物
乱
用
の
恐
ろ

し
さ
を
考
え
、
薬
物
乱
用
の
な
い

社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
し
、
啓
発

資
料
の
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

総
会
記
念
講
演
会

上
質
な
眠
り
が
欲
し
い
あ

な
た
へ
⋮
「
中
高
年
の
睡

眠
障
害
～
心
地
よ
く
眠
る

た
め
の
ヒ
ケ
ツ
と
は
～
」

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局 
健
康

福
祉
環
境
部 

地
域
保
健
課

　

☎
７
７
２
─

８
１
３
７

　

睡
眠
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
心
地
よ
く
眠

る
た
め
の
ヒ
ケ
ツ
と
は
？
眠
り
に

関
す
る
知
識
を
学
び
、
健
康
増
進

に
役
立
て
ま
せ
ん
か
。

講
鈴
木
み
の
り
さ
ん
（
国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー 

睡
眠
障
害
セ
ン
タ
ー 

心
理
療

法
士
）

日
７
月
11
日
㈪

　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

会
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

北
里
ホ
ー
ル
４
階 

視
聴
覚
講

義
室
〔
黒
土
新
田
〕

￥
無
料

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

狩
猟
免
許
取
得
希
望
者

講
習
会

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福

祉
環
境
部 

環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
２
─

８
１
５
４

　

狩
猟
免
許
の
取
得
を
め
ざ
す
人

向
け
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

狩
猟
や
猟
具
に
関
す
る
法
令
や

鳥
獣
の
判
別
方
法
な
ど
の
講
義
、

実
演
で
猟
具
の
取
扱
い
方
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
受
験

予
定
者
は
も
ち
ろ
ん
、
狩
猟
に
興

味
が
あ
る
人
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
８
月
６
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

（
受
付
：
午
前
９
時
～
）

会
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

講
堂

持
筆
記
用
具

￥
無
料（
テ
キ
ス
ト「
狩
猟
読
本
」

を
無
料
で
配
布
）

申
受
講
者
の
名
前
・
住
所
・
電
話

番
号
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

（
申
込
書
は
、
新
潟
県
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
申
込
書
を
記
入
し
、
郵
送

か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

６
月
21
日
㈫
～
７
月
25
日
㈪

に
い
が
た「
な
り
わ
い
の
匠
」

認
定
制
度
説
明
会

問
・
申
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

農
林
振
興
部 

企
画
振
興

課
（
平
原
）

　

☎
７
７
２
─

３
９
１
８

　

新
潟
県
で
は
、
農
山
漁
村
体
験

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
期

待
さ
れ
る
人
を
「
に
い
が
た
﹃
な

り
わ
い
の
匠
﹄」
に
認
定
し
て
い

ま
す
。
南
魚
沼
地
域
で
は
、
約

１
３
０
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
た
い
人
や
興
味
の

あ
る
人
は
、
電
話
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
６
月
28
日
㈫

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

会
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

　

第
１
会
議
室

〆
６
月
24
日
㈮

※
新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
な

り
わ
い
の
匠
認
定
者
の
リ
ス
ト

を
公
開
し
て
い
ま
す
。
な
り
わ

い
の
匠
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い

心
の
健
康
相
談
会

問
・
申
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健

康
福
祉
環
境
部 

地
域
保
健
課

　

☎
７
７
２
─

８
１
３
７

　

「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ

日会￥〆内定期資持時対他講問
・
申

Ｆ　

こ
も
り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ

い
か
気
持
ち
が
沈
む
」「
お
年
寄

り
の
も
の
忘
れ
」「
認
知
症
」
な

ど
…

　

こ
れ
ら
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人

や
、
そ
の
家
族
な
ど
に
、
専
門
医

（
精
神
科
）が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
７
月
19
日
㈫　

午
後
２
時
～
４
時

会
湯
沢
町
保
健
セ
ン
タ
ー
〔
湯
沢

町
大
字
湯
沢
〕

￥
無
料

申
事
前
予
約
が
必
要

※
精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合

は
、
相
談
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

「
そ
だ
ち
学
級
」

問
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
０

　

子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）

を
ひ
ろ
げ
よ
う
！
気
楽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
人
、
里
帰

り
の
人
、
上
の
子
を
連
れ
た
人
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
大
歓
迎
で
す
。
お
住
い
の
地
域

以
外
の
会
場
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

対
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
な
ど

￥
一
人
10
円
（
保
険
料
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

大
和
地
域　

第
１
回

日
６
月
25
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

内
「
み
ん
な
集
ま
れ
～
楽
し
く
体

を
動
か
そ
う
」

六
日
町
地
区　

第
１
回

日
７
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

内「
七
夕
か
ざ
り
と
手
形
ア
ー
ト
」

※
マ
イ
カ
ッ
プ
を
持
参
く
だ
さ
い

大
巻
・
城
内
・
五
十
沢
３
地
区
合

同
開
催　

第
１
回

日
７
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
20
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
あ
お
ば
保
育
園

内
「
み
ん
な
で
水
あ
そ
び
♪
」

持
飲
み
も
の
・
タ
オ
ル
・
着
替
え

（
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
）

教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。
子
育

て
支
援
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

問
法
務
局 
南
魚
沼
支
局

　

☎
７
７
２
─

３
７
４
２

①
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・

離
婚
・
相
続
な
ど
）、
親
族
間
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご

と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

②
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

●
７
月
５
日
㈫

時
午
後
１
時
～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　

２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

●
７
月
８
日
㈮

時
午
後
１
時
～
４
時

会
湯
之
谷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔
魚
沼
市
井
口
新
田
〕

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
髙
橋
文
子
〔
中
子
新
田
〕

　

☎
７
８
２
─

４
９
３
７

・
木
村
惠
美
子
〔
君
沢
〕

　

☎
７
８
３
─

３
８
０
７

・
阿
部
正
廣
〔
島
新
田
〕

　

☎
７
８
２
─

０
８
５
０

・
貝
瀬
秀
行
〔
金
清
坊
（
長
崎
）〕

　

☎
７
８
２
─

０
７
６
４

・
櫻
井
宣
雄
〔
魚
沼
市
大
湯
温
泉
〕

　

☎
０
２
５
─

７
９
５
─

２
３
３
０

・
細
井
雅
子
〔
魚
沼
市
大
沢
〕

　

☎
０
２
５
─

７
９
２
─

１
１
８
１

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」
～
秘
密
厳
守
～

問
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
６

　

義
務
教
育
終
了
か
ら
39
歳
ま
で

の
困
難
を
抱
え
た
若
者
へ
の
支
援

と
し
て
、
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
発
達
障
が
い
・
不

登
校
・
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

な
ど
に
悩
む
若
者
と
そ
の
家
族

日
７
月
６
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

会
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
１
階 

相
談
室

〆
７
月
４
日
㈪

申
電
話
予
約
が
必
要

他
相
談
員
に
よ
る
電
話
相
談
・
来

所
相
談
に
も
随
時
応
じ
ま
す
。

ゆ
か
た
着
付
け
講
座

問
・
申
塩
沢
公
民
館

　

☎
７
８
２
─

０
１
０
０

　

凛
と
し
た
ゆ
か
た
姿
に
変
身
し

て
、
夏
祭
り
や
花
火
大
会
に
出
か

け
ま
し
ょ
う
。

日
・
内

７
月
７
日
㈭　

「
ひ
と
り
で
着
付

け
」（
自
分
で
支
度
で
き
る
よ

う
に
稽
古
し
ま
す
）

７
月
８
日
㈮　

「
帯
結
び
を
極
め

る
」（
半
幅
帯
の
帯
結
び
を
し
っ

か
り
と
稽
古
し
ま
す
。
ち
ょ
う

ち
ょ
結
び
、
貝
の
口
、
応
用
）

※
一
日
の
み
の
参
加
可

時
午
後
７
時
～
９
時

会
塩
沢
公
民
館 

和
室

対
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性
（
中

高
生
も
可
。
た
だ
し
、
保
護
者

の
同
意
と
送
迎
が
必
要
）

定
12
人
（
先
着
順
）

￥
各
回
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

講
髙
橋
信
子
さ
ん

持
ゆ
か
た
、
半
幅
帯
、
伊
達
締

め
、
腰
ひ
も
１
～
２
本
、
肌
着

（
キ
ャ
ミ
ソ
ー
ル
と
ス
パ
ッ
ツ

で
も
可
）、衿
先
ベ
ル
ト
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）、
補
正
用
小

物
（
タ
オ
ル
で
も
可
）、
帯
板

（
一
社
）
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

三
浦
豪
太
博
士
講
演
会

問
・
申
一
般
社
団
法
人
健
康
ビ

ジ
ネ
ス
協
議
会　

事
務
局

　

☎
０
２
５
─
２
４
６
─
４
２
３
３

　

Ｆ
０
２
５
─
２
４
６
─
０
０
３
３

　

三
浦
豪
太
博
士
に
よ
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
６
月
30
日
㈭

　

午
後
４
時
30
分
～
６
時

会
ホ
テ
ル
坂
戸
城

演
題　

「
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
」

講
三
浦
豪
太
さ
ん
（
プ
ロ
ス
キ
ー

ヤ
ー
、
医
学
博
士
、
ス
ポ
ー
ツ

解
説
者
、
一
般
社
団
法
人
健
康

ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

〆
６
月
22
日
㈬　
　

￥
無
料

定
80
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

申
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
ハ
ガ
キ
で
申
込
み

　

〒
９
５
０
─

０
０
７
８　

新
潟

市
中
央
区
万
代
島
５
─

１　

一

般
社
団
法
人
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
協

議
会

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

介
護
員
養
成
科
２
期

平
成
28
年
８
月
入
校
生
募
集

問
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル

　

☎
０
２
５
─
７
９
４
─
２
４
１
０

対
介
護
の
基
礎
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
８
月
３
日
㈬
～
10
月
28
日
㈮
の

祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日

時
午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

会
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

￥
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
必
要
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
７
月
12
日
㈫　
　

定
15
人

６
月
は
い
じ
め
見
逃
し

ゼ
ロ
強
調
月
間

問
学
校
教
育
課

　

☎
７
７
７
─

３
１
１
８

　

新
潟
県
で
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
連
携
し
て
、
い
じ
め
な
ど

の
問
題
解
消
と
未
然
防
止
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
標
に
、「
い
じ
め

見
逃
し
ゼ
ロ
県
民
運
動
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
今

年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
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日会￥〆内定期資持時対他講問
・
申

Ｆ　
熱
中
症
を
防
ご
う

問
保
健
課

　

☎
７
７
３
─

６
８
１
１

　

熱
中
症
は
、
気
温
や
湿
度
が
高

い
と
き
に
体
内
の
水
分
や
塩
分
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調

節
が
で
き
な
く
な
り
発
症
し
ま

す
。
体
温
の
上
昇
、
め
ま
い
、
だ

る
さ
な
ど
の
症
状
が
出
て
、
け
い

れ
ん
や
意
識
異
常
な
ど
が
お
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

真
夏
よ
り
も
急
に
暑
く
な
る
初

夏
は
体
が
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、

意
識
し
て
対
策
が
必
要
で
す
。

　

運
動
な
ど
を
し
な
く
て
も
、
人

体
か
ら
は
１
日
約
２
・
５
リ
ッ
ト

ル
の
水
分
が
失
わ
れ
ま
す
。

　

屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
も
熱

中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
高
齢

者
や
乳
幼
児
、
病
弱
者
は
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
室
温
が
28
度
を
超
え
な
い
よ
う

に
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
、
す
だ

れ
な
ど
を
上
手
に
使
う

②
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ

ま
め
に
水
分
と
適
度
な
塩
分
を

と
る

③
屋
外
で
は
気
温
に
注
意
し
、
体

を
締
め
付
け
な
い
涼
し
い
服
装

で
、
帽
子
や
日
傘
を
利
用
す
る

④
作
業
中
や
外
出
時
は
、
適
度
に

休
憩
を
取
り
無
理
を
し
な
い

⑤
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
を
１
日
３
回
と
る
。
特

に
朝
食
は
抜
か
な
い

⑥
早
め
の
就
寝
を
心
が
け
、
寝
不

足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

⑦
暑
い
時
期
に
な
る
前
に
適
度
な

運
動
を
し
、
体
力
を
つ
け
て
お

く
大
量
に
汗
を
か
く
仕
事
や
運
動
を

す
る
場
合
は

　

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
で
水
分
補

給
す
る

体
調
に
変
化
の
あ
る
人
が
い
た
ら

◎
涼
し
く
安
全
な
場
所
に
移
動
さ

せ
、
衣
服
を
緩
め
て
寝
か
せ
る

◎
室
内
で
あ
れ
ば
エ
ア
コ
ン
や
扇

風
機
な
ど
で
風
を
当
て
、
体
を

冷
や
す

◎
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
な

ど
を
ぬ
れ
た
タ
オ
ル
な
ど
で
冷

や
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
水
分
を

少
し
ず
つ
と
ら
せ
る

◎
「
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
」

「
水
分
を
飲
め
な
い
」場
合
は
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ

体育施設の無断利用禁止
　次の体育施設を利用する場合は、利用申込みと利用料金の支払いが必要です。無断での利用はでき
ません。無断利用を確認した場合は、既定の利用料金をいただきます。
　団体登録をすればディスポート利用料、テニスコート利用料、ナイター照明料を除き施設利用料が
無料となります。利用に関する問合せは、ディスポート南魚沼まで。

～講師募集～

　総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダイス（スポパラ）では、随時、講師の募集を行ってい
ます。新規に教室開設もできます。地域の健康増進のために、資格や経験を役立ててみませんか？

南魚スポーツパラダイス

～バスケットゴール・フットサルゴールをご利用ください～

　アリーナには、バスケットゴール・フットサルゴールを用意しています。料金は１面１時間 1,020 円
です。ぜひ利用ください。アリーナの空き状況については、電話でお問い合せください。

●バスケットゴール…バスケットボール、ミニバスケットボールで利用可
　　　　　　　　　　※ミニバスケットボールで利用する場合も、一般規格のコートラインでの利用と
　　　　　　　　　　　なります
●フットサルゴール…１組
　　　　　　　　　　※フットサルのコートラインはありません

ディスポート南魚沼

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

〒949-6611　南魚沼市坂戸372
ディスポート南魚沼内
ス ポ パ ラ　☎773-3210
ディスポート　☎773-6620

二日町体育館、二日町グラウンド、二日町テニスコート、五日町雪国スポーツ館、小栗山サンスポ
ーツランド、余川グラウンド、塩沢勤労者体育センター、塩沢グラウンド、塩沢ゲートボール場、
石打グラウンド、大福寺工業団地多目的広場、中之島農村広場、すぱーく塩沢、大和Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター、浦佐体育館、大和野球場、浦佐グラウンド
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市民ギャラリー
　第１回「佐藤幸

こう

子
こ

展」を６月30日㈭まで開催中。
「城内さんぽ」ラウンジでは、岡・泉地区のイラス
トを展示中。

☎775-3646 　 FAX  775-3650
￥一般500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

６月の市民無料の日：18日㈯、28日㈫

トミオカホワイト美術館 開館9:00〜17:00
（入館16:30まで）

６月の休館【水曜日】

富岡惣一郎　「幽玄の美」
期７月11日㈪まで
　流氷の抽象美や、上空か
ら鳥の目になってとらえ
た険しい雪山など、富岡
が生涯かけて追い求めた
自然美をご堪能ください。

「北の海・流氷Ａ」

鈴木牧之記念館 開館9：00〜16：30

６月の休館【火曜日】
☎・ FAX  782-9860

￥大人500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

◇『北越雪譜』挿絵紹介 その14◇
「雪中幽霊之図」
　関山〔現在の石打地区〕の五十
嵐橋から落ちて亡くなった女の幽
霊を成仏させるために、僧侶が幽
霊の髪を剃っている場面が描かれ
ています。この時、僧侶の手に残っ
た髪の毛を埋めて供養した「毛塚」
が今も残っています。 「雪中幽霊之図」部分

常設展 　〜彫る　摺
す

る　画
か

く〜「棟方志功の世界」
　代表作『釈迦十大弟子』をはじめ、詩と画との結
びつきの妙が光る木版画や、素早い筆の勢いがその
まま作品に表れている肉筆画40点余りを展示。
企画展 　期11月６日㈰まで
「ピカソ展　知られざる最高傑作」
　ピカソ初期の最高傑作の一つといわれる「サルタ
ンバンク・シリーズ」から、『貧しい食事』をはじ
め９点を展示します。
「点と線の描写力」
　織田廣喜、西村龍介、福井良之助の版画作品から
「点と線」にスポットを当てた20点を展示します。

☎783-4500　 FAX  783-3388　￥一般500円／小中高250円

今泉記念館アートステーション 開館9:00〜17:00
（入館16:30まで）

６月の休館【16日㈭～ 24日㈮】

　葛西聖司さんのトークショーを中心に、歌舞伎の
立ち回り体験や歌舞伎の上演など、日本の伝統文化
である歌舞伎の楽しさをお届けします。
日９月10日㈯　14：00～（開場13：30）
会市民会館　多目的ホール
出演　葛西聖司（アナウンサー・

古典芸能解説者）、花柳辰藏、
花柳琴臣、花柳夢喜龍

￥全席自由1,000円
中学生以下無料（事前に配布す
る学生チケットが必要。学生チ
ケットの配布には、学生証か保
険証の提示が必要）
７月１日㈮から市民会館、会館プレイガイドで発売
※未就学児入場不可

南魚沼市民会館 受付8:30〜17:15

６月の休館【月曜日】
☎773-5500　 FAX  772-8161　  0120-150-142

URL  http://www.6bun.jp/kaikan/

はじめてのＫＡＢＵＫＩ

期７月９日㈯〜11月21日㈪
　シャガールの幸福感あふれる作品から、海外にい
るかのような気分になれる作品、色彩豊かで躍動的
な筆致の作品まで、さまざまな表現で鑑賞者を楽し
ませてくれます。

第２期　心躍る絵画展

６月の休館【13日㈪～30日㈭】
棟方志功アートステーション開館9:00〜17:00

（入館16:30まで）

☎770-1173　 FAX  770-1183　￥大人500円／小中高250円
URL  http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

期６月28日㈫　15：00まで
　個性的な一箱本屋さん約30店が並びます。お気に
入りの一冊をお探しください。

一箱古本市＠池田記念美術館

池田記念美術館 開館9:00〜17:00
（入館16:30まで）

６月の休館【水曜日】
☎780-4080　 FAX  777-3815　 URL  http://www.ikedaart.jp

￥大人500円／高校生以下無料

期７月18日（月・祝）まで
　日展特選を２度受賞した画
家・池山阿有さんの個展。代表
作の「炉ばた」シリーズを中心
に展示します。

池山阿有展

池山阿有「炉ばた」
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※むいかまちこども園（☎772-4577）、たんぽぽ保育園（☎773-2556）は、直接、園にお問い合わせください

にこにこ広場は入園前のお友だちが対象です。 各保育園のにこにこ広場にでかけてみませんか。

７月 にこにこ広場カレンダー
月 日 曜日 保育園名 電話番号 時間 内容 注意事項

７

１ 金 大 崎 779-2762

9:45〜10:45

七夕飾りをつくろう ・
参
加
に
は
、
保
険
料
一
人
10
円
が
必
要
で
す
。

・
問
合
せ
は
各
保
育
園
に
お
願
い
し
ま
す
。

５ 火 上 長 崎 782-1184 一緒にあそぼう
12 あ お ば 775-2274 ホールで遊びましょう

20 水

赤 石 779-3008

水遊びを楽しもう
【雨天時】
上原保育園：中止
他園：室内遊び

五 日 町 776-2155
塩 沢 782-1520 9:30〜10:30
上 関 783-2956 10:00〜11:00

21 木
宮 774-2066

西 五 十 沢 772-3044 10:00〜10:45
舞 子 782-0436

9:45〜10:45
26 火 大 木 六 782-1523

27 水 薮 神 777-2331
上 原 775-2114

28 木 石 打 783-3624

29 金 西 五 十 沢 772-3044 10:00〜10:45
下 長 崎 782-0092 9:45〜10:45 夏祭りごっこにご招待！

公設民営・私立保育園
※詳しくは各施設にお問い合わせくださいあそびの広場保 育 園

保育園名 電話番号 内容 日程（祝日は除く） 時間

浦 佐 認 定
こ ど も 園 777-5560

体を動かして遊ぼう 毎週月曜日 10:00〜11:30
※他にも親子で楽しめ
る企画を用意してい
ます。詳しくは、子
育て支援だより「ひ
だまり」をご覧くだ
さい

絵本で遊ぼう 毎週火曜日
作って遊ぼう 毎週水曜日
わらべうたで遊ぼう・英語で遊ぼう 毎週金曜日
支援ルーム・ホール・園庭で遊ぼう 毎週土曜日
身体測定 毎月２回
誕生日会・ピラティス 毎月開催
自由来館 月〜水・金・土曜日 10:00〜16:00

上　　 町 773-6187 英語で遊ぼう 毎月第２木曜日 10:00〜11:30
予約が必要ですめごちゃん 毎月第４木曜日

め ぐ み 野 773-5257
にこにこデー 毎週火・木曜日 10:00〜11:00おたのしみ会 毎月第２木曜日
お誕生会・身体測定 毎月最終木曜日 15:30〜16:00

野 の 百 合 772-2627

支援センター開放 毎週月〜土曜日

9:45〜15:00
身体測定 毎週月曜日
ひよこ学級（たのしく手作り） 毎週火曜日
ひよこちゃんデー（園児との遊び） 毎週水・木曜日
お誕生会・ハーブ＆カフェ 毎月開催
サークル活動 毎週金曜日 9:45〜11:30
マタニティサロン 13:30〜15:00

わ か ば 778-2036 わくわくコーナー（園開放） 毎週水曜日 10:00〜12:00親子保育体験日 月２回

金　　 城 788-1661
にこにこクラブ 毎週水曜日 13:30〜14:30

自由来館（ランチルームあります） 毎日 10:00〜18:00
水曜日 13:00 〜

金城わかば
児 童 館 782-5163

手作りを楽しもう！ 月２回ずつ月曜日 10:30〜11:30
園生活を体験しよう！ 月２回ずつ火曜日

10:00〜12:00料理を楽しもう！ 月２回ずつ木曜日
子育て情報を提供します！ 月２回ずつ金曜日
作って学ぼう！ピザ作り ７月10日㈰ 10:00〜11:30
納涼祭 ７月29日㈮ 18:30〜19:45
※詳しくは、毎月発行の児童館だよりをご覧ください
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◎基礎健診を受診する40歳以上の人は、保険証を忘れずにお持ちください。
◎該当の健診日に都合がつかない場合は、日程・会場を変更することができます。新規の申込みや健診項目の変更・追加は、

早めに保健課にご連絡ください。
◎会場・健診内容によって受付時間が異なります。ご注意ください。
◎健診内容・受付時間などの詳しい内容は「住民健診カレンダー」に掲載しています。

問保健課　☎773-6811
←検索南魚沼市住民健診カレンダーの住民健診日程7月

大　和　地　域
日にち 受付時間 健診内容 対象行政区 会場
７月４日㈪

午前８:00〜９:30
午後１:00〜２:00

合同健診

富町、八色原、国際町、上一、上二

ゆきぐに大和病院
健友館

７月５日㈫ 横、猫道、城山新田
７月６日㈬ 門前、高田、谷地、茗荷沢
７月７日㈭ 田町、川原町

７月８日㈮
山崎、山崎新田、茗荷沢新田、荒金、堂島新田、
桐沢

７月28日㈭
午前９:00〜11:00
午後１:00〜３:00

婦人検診
上一、平沢、下一、下二、柳古新田、海士ケ島
新田、市野江、名木沢、九日町、今町

コミュニティホール
「さわらび」

○合同健診…基礎健診／肺がん・結核検診（胸部レントゲン）／胃がん検診／大腸がん検診／他オプ
　　　　　ションあり　　注意：胃がん検診は午前のみ実施

○婦人検診…乳がん検診／子宮頸がん検診

健診内容
（各地域共通）
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六　日　町　地　域
日にち 受付時間 健診内容 対象行政区 会場
７月21日㈭

午前７:30〜10:30
午後１:00〜２:00

合同健診

上町１丁目２区、東泉田、下大月

市民会館
多目的ホール

７月22日㈮
永松、京岡、京岡新田、中川、中川新田、金城、
山谷、宮村下新田、深沢

７月23日㈯ 新堀新田、下原、下原新田、泉、泉新田

７月11日㈪ 午前９:00〜11:00
午後１:00〜３:00

婦人検診
川窪、学校町１丁目、学校町３丁目、田中町、
坂戸、沖町

７月12日㈫ 小栗山、八幡、栄町

塩　沢　地　域
日にち 受付時間 健診内容 対象行政区 会場

７月19日㈫)
午前９:00〜11:00
午後１:00〜３:00

婦人検診

一分区、目来田、中、南田中、大沢、下一日市、
上一日市、宮野下 塩沢保健

センター
７月26日㈫

雲洞、長表、三郎丸、四分区、六分区、大和、
上野
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もぐもぐ教室
（離乳食教室） 会場 ふれ愛支援センター 対象 ₂₇年12月生 日にち ７月26日㈫ 受付時間 ₉:30 〜₉:₄₅

＊実施日の２日前・前日・当日のいずれかに発熱などの症状がある人は、健診や教室の参加を自粛してください

北部（大和地域、大巻・城内・五十沢地区）
健友館（大和病院となり）

南部（六日町地区、塩沢地域）
塩沢保健センター

事　業 対　象 日にち 受付時間 日にち 受付時間
４ か 月 児 健 診 28年３月生 ７月29日㈮ 13:00〜13:10 ７月29日㈮ 9:00〜9:10

10 か 月 児 健 診 27年９月生 生後10か月になったら、受診票を使って医療機関で受けましょう！
ＢＣＧ接種期限まであと２か月です！

１ 歳 児 歯 科 健 診
フ ッ 化 物 塗 布 27年６月生 ７月15日㈮ 13:00〜13:10 ７月20日㈬ 13:00〜13:10

１ 歳 半 児 健 診・ 歯 科
健 診・ フ ッ 化 物 塗 布 26年12月生 ７月28日㈭ 13:00〜13:10 ７月８日㈮ 13:00〜13:10

２ 歳 児 歯 科 健 診
フ ッ 化 物 塗 布 26年６月生 ７月７日㈭ 9:00〜9:10 ７月13日㈬ 13:00〜13:10

２ 歳 半 児 歯 科 健 診
フ ッ 化 物 塗 布 25年12月生 ７月５日㈫ 9:00〜9:10 ７月６日㈬ 13:00〜13:10

３歳児健診･歯科健診・
フ ッ 化 物 塗 布 25年６月生 ７月14日㈭ 13:00〜13:10 ７月27日㈬ 13:00〜13:10

問保健課
☎773-68117月 乳幼児 などの日程健診

◦もぐもぐ教室は、予約が必要です。実施日の３日前までに保健課にご連絡ください。
◦持ち物は、乳幼児健診カレンダーをご覧ください。

　妊娠中期の夫婦を対象に、妊娠中の悩みを話したり、夫が妊婦体験をしたり、これからの子育てに向けて気軽
に楽しく体験・お話をするサロンです。出産前後の各種制度や健康管理などの情報もお知らせします。
日 ７月９日㈯　10：00～ 12：00　　会 ふれ愛支援センター（２階 大会議室）
対 出産予定月が平成28年11月・12月の夫婦 （子ども連れの人は、申込みの際にお知らせください）
持 母子手帳、妊娠届時配布の封筒一式、必要な人は座布団・膝かけなど

～マタニティサロンの案内～ 問保健課　☎773-6811

　平成27年度の妊婦アンケー
トの結果では、約4.6％の妊
婦が喫煙中で、夫の喫煙率も
41.9％と増加傾向にあります

にこにこ子育て　～家族みんなで、にこにこになろう！～

タバコから子どもを守りましょう！
受動喫煙による子どもへの影響

　妊娠中の受動喫煙は、早産児や低出生体重児のリスクが高まり
ます。出生後は、鼻・喉・気管・気管支などの呼吸器や、目・耳
など煙にさらされる部分に影響が出やすくなります。受動喫煙は、
子どものアレルギー性鼻炎・気管支炎・肺機能の低下・中耳炎な
どのリスクを高めることもわかっています。
　他にも、乳幼児突然死症候群（SIDS）や知能低下・注意欠陥
多動性障害（ADHD）などのリスクも高くなるといわれています。

禁煙するのは今からでも遅くありません！
　「家庭で灰皿やライターを置かない」「深呼吸をする」などの工夫をしても禁煙が続かない時は、
健康保険で治療をすることができます。保健課では禁煙外来の紹介も行っています。気軽にご相
談ください。
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◦南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜）☎773-6677
◦大 和 図 書 室（大和公民館内２階）　　☎777-4671
◦塩 沢 図 書 室（塩沢公民館内１・３階）☎782-0100

救　急　医　療

【救急医療のかかり方】
①電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。
重症（意識がないなど）の場合は119番で救
急車を呼んでください。

　◆南魚沼市民病院……………… ☎788-1222
　◆魚沼基幹病院………………… ☎777-3200
　◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）☎773-5111
②指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・スタッフの状況などにより、症状に応じて
他の医療機関を案内する場合があります。

・緊急度や重症度の高い順に対応するため、
診察の順番が前後し、待ち時間が長くなる
場合があります。

・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではな
いので、できるだけ通常の診療時間内に受
診してください。

◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025-288-2525（＃8000でも可）
　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発
熱、嘔吐、下痢など）にご利用ください。
・時間　19：00〜翌朝8：00（毎日）

問保健課　☎773-6811

　６月４日㈯の開館2周年ジャズライブには、大勢の
人からご来館いただきありがとうございました。
　このコーナーでは、毎月、新着図書の一部を紹介し
ています。一覧は、市ウェブサイトに掲載しています。
ぜひご利用ください。

新着図書
　　　・死仮面　　　　　　　　　　　　折原　　一
　　　・サブマリン　Submarine 　　　 伊坂幸太郎
・我々の恋愛 the love of us　　　　 いとうせいこう
・うめ婆行状記　　　　　　　　　　　　宇江佐真理
・ツバキ文具店　　　　　　　　　　　　小川　　糸
・防諜捜査　　　　　　　　　　　　　　今野　　敏
・彼女に関する十二章　　　　　　　　　中島　京子
・若様とロマン　　　　　　　　　　　　畠中　　恵
・辛夷の花　　　　　　　　　　　　　　葉室　　麟
・暗幕のゲルニカ　GUERNICA UNDERCOVER　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田　マハ
・マチネの終わりに　　　　　　　　　　平野啓一郎
・武蔵無常　　　　　　　　　　　　　　藤沢　　周
・バベル九朔　　　　　　　　　　　　　万城目　学
・風聞き草墓標　　　　　　　　　　　　諸田　玲子
・神様のコドモ　　　　　　　　　　　　山田　悠介
・橋を渡る　　　　　　　　　　　　　　吉田　修一
・模範郷　　　　　　　　　　　　　　　リービ英雄
・これからを生きるあなたに伝えたいこと　瀬戸内寂聴
・水の継承者ノリア　　　　　　エンミ・イタランタ
・しかえししないよ　　　　　　　　日野原重明／詩
　　　・ゆっくりたのしむ山歩き　　　　古谷　聡紀
　　　・雪国の幻灯会へようこそ　　　　小林　　茂
・家族という病　２　　　　　　　　　　下重　暁子
・小さな本の大きな世界　　　　　　　　長田　　弘
・ｓｅｒｉｅｓ田園回帰４　対流型社会が生まれる
・子どものスマホ・トラブル対応ガイド　安川　雅史
・日本の昆虫生態図鑑　　　　　　　　　今井初太郎
・子どものからだとこころが育つ！６歳までの食事の
　ホント　　　　　　　　　　　　　　　山口　真弓
・食材の栄養素を最大限に引き出す便利帖
　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐ゆかり／監修
・すごい梅干し効くレシピ　　　　　主婦の友社／編
・大橋鎭子さんが教えてくれた「ていねいな暮らし」
・日陰をいかす美しい庭　　　　　　ＮＨＫ出版／編
・若冲ワンダフルワールド　　　　　　　辻　　惟雄
・原節子の真実　　　　　　　　　　　　石井　妙子
・日常まるごと英語表現ハンドブック　英語習慣をつ
　くる！　　　　　　　　　　　　　田中茂範／共著

よみ
もの

その
ほか

の 図 書 館み ん な

全国一斉
「子どもの人権110番強化週間」

問法務局 南魚沼支局　☎ 772-3742

日６月27日㈪〜７月１日㈮　午前８時30分〜午後７時
　７月２日㈯・３日㈰　　　午前10時〜午後５時
内いじめ・体罰・虐待など、広く子どもの人権

に関する相談

相談電話番号（全国共通・フリーダイヤル）

☎０
ぜろ

１
いち

２
にい

０
ぜろ

-０
ぜろ

０
ぜろ

７
ななの

-１
ひゃく

１
とおばん

０

　新潟地方法務局と新潟県人権擁護委員連合会で
は、６月27日㈪〜７月３日㈰を「子どもの人権
110番強化週間」として、法務局職員や人権擁護
委員が子どもの人権に関する電話相談に応じま
す。土・日も相談に応じますので、ご利用ください。


